
(1)第 91号 太井公民館 だ より 令和 7年 3月 31日
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「令
和
６
年
度
を
振
り
返
っ
て
』

館
長
　
根

岸

幸

夫

●太丼の人口と世帯 令和7年2月 ]日現在 /́人口18.705人′/男:4263人/女 :4.442人/世帯数:4.192戸

R6.11.27 太丼地区館外字習 R72.27

地
域
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
公
民
館

事
業
に
対
し
．
ご
指
導
ご
協
力
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

令
和
６
年
度
で
は
、
生
活
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
千
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
も
緩
和
さ
れ
、
各
種
学
級
や
講
座
も
順

調
に
進
め
ら
れ
、
公
民
館
活
動
に
活
気
が

民
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

１‐
月
９
日

（土
）
１０
日

（日
）
に
は
、

大
規
模
事
業
の
第
４８
回
大
井
地
区
文
化
祭

も
従
来
の
販
わ
い
を
回
復
し
て
、
当
日
は

天
候
に
意
ま
れ
過
去

一
番
の
２
０
０
０
人

余
り
の
沢
山
の
方
々
に
来
館
い
た
だ
き
ま

し
た
．
展
示
部
門
で
は
、
出
品
者
の
力
作

が
展
示
さ
れ
、
芸
能
部
門
も
日
頃
の
練
習

の
成
果
が
載
露
さ
れ
て
会
場
を
盛
り
上
げ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
．
恒
例
の
模
擬
店
で

は
、
豚
汁
、
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
、
味
噌
お
で

ん
が
振
る
舞
わ
れ
、
皆
さ
ん
美
味
し
く
召

し
上
が
っ
て
お
り
ま
し
た
．
実
行
委
員
の

皆
様
の
ご
協
力
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
．公
民
館
は
、
多
彩
な
ク
ラ
ブ
活
動
や
催

し
が
行
わ
れ
る
な
ど
多
く
の
皆
様
に
ご
利
用

い
た
だ
き
、
地
域
に
お
け
る
生
涯
学
習
の

拠
点
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
ま
し

り
ま
し
た
。
今
後
も
、
職
員

一
同
地
域
の

皆
さ
ん
と

一
緒
に
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
公
民
館

活
動
を
日
指
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
宣
し
く
お
願
―
致
し
ま
す
．

運営委員会&さわやか学級合同研修会

公
民
館
の
大
規
模
事
業
で
あ

る
第
囀
回
文
化
祭
が
、
関
係
者

の
皆
様
の
ご
支
援

〓

一協
力
に

よ
り
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

特
に
、
新
し
く
運
営
委
員
に

な

っ
た
方
々
と
今
迄
運
営
委
員

だ

っ
た
方
々

（協
力
員
と
し
て

参
加
）
が
、
密
に
連
携
し
．
実

行
委
員
と
し
て
文
化
祭
の
運
営

を
円
滑
に
進
め
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
心
よ
り
感
謝
致
し
ま

「３
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
は
、
感

染
丘
法
上
の
５
類

へ
移
行
し
ま

し
た
が
、
そ
の
後
も
流
行
の
波

を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
．

こ
の
よ
う
な
不
安
定
な
世
相

で
す
が
、
今
年
は
己
年

（
ヘ
ビ

は
脱
皮
す
る
習
性
か
ら
再
生
の

象
徴
と
さ
れ
て
い
る
）
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
公
民
館
運
営
も
、

よ
り
良
く
な
る
よ
う
少
し
ず

つ

「改
善
運
営
」
を
目
指
し
て
参

り
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援

〓

」

協
力
を
宣
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
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令
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６
年
度
の運
営
回
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令和 7年 3月 31日 太井公民館だ より 第91号 (2)

第

４８
日
文
化
祭
開
催

文
化
部
長
　
栗

原

基

幸

昨
年
か
ら
再
開
さ
れ
た

文́
化
祭
・
で
は
、

各
ク
ラ
プ
の
皆
さ
ん
、
泉
小
児
童

・
西
中
生
徒

の
皆
さ
ん
の
力
作
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
ー

ル
で
の
芸
能
発
表
で
は
、
１８
の
団
体
の
出
演
者

が
日
頃
の
練
習
成
果
を
力
強
く
．
そ
し
て
優
雅

に
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
の
サ
ー
ク
ル
の
会
員
の
皆
さ
ん
も
楽
し
み

な
が
ら
健
康
の
た
め
、
生
き
が
い
の
た
め
、
そ

し
て
交
流
の
輪
を
広
げ
る
た
め
に
、
生
き
生
き

と
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

公
民
館
は
、
約
半
世
紀
以
上
に
渡
り
、
地
域
の

人
々
が
集
ま
り
自
主
的
に
学
習
活
動
や
趣
味
の

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
大
丼
地
区
の
文
化
の
拠
点
と
な
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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今回は、クラブと公民館主催

事業である『学級・講座」の作品

に加え、小〔p学生、一般の方々
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からも出品があり、大変賑やかな文化展となりまし

た。それぞれの個性が光る作品ばかりでした。
ガト5電至娑夕    EA]夕

'ι
グ′|夕 ラ々フト

つすみ錮工嬌塵
一
―

，
●

●
ユ
●
　
　
′

一
　
■
´
´
‘
■
．′

出||ト

ー

実囮弱《馴琵。こ¶D

●
=■

‐ t●

置
|

＾
．

一
一

赫陣
．」Ｔ
■

●

●

ヽ

．

´

・●
―

| ・

懸
t

●
―
―

　
　
　
口
¨

．　
２
　
・　
´
”
ヽ
一
¨
¨ヽ
¨

、

―
・
　
．
　

・
り
０
ヽ
¨
●
、

●

‐

　

．
　

　

　

　

　

．
‐

．
Ｉ

Ｌ
“

口
ヽ
一
・
Ａ
●
―

い
よ

巌
・
　

　

一

＝
―
こ

赫撻
』
１１‥
■
嘔
■
●
ヽ

1ヽ1ヽ …Ⅲ
豪♂ヨ浚

出品者

英■ ,
術

幸雄

藤
瀬
林

下
達

口
岸

加
成
小
森

安
森
根

癬

Ｅ

□

|●
=|

=■
ヨ
|
1ロ

… …

● ■,1■ ●

1111●

●

●

●

=

“
　
一

L」
，

●

|ヽ:

ロ

つ感0紅匡 毒誕遁タラフト最ヨ

綸目団 沢曖蔑>タ

ロキ艶   ≦彗画。相 温

″・

太丼フ'ォト

「

Ｊ

Ｆ
Ｌ

水彩コバランレー|ス

脚
一

ヽ
ロ

パ曖蔑万タ

ペレコ写真



(3)第 91号 太井公民館 だよ り 令和 7年 3月 31日

芸能発表も、 13のクラフの発表と小学生の合唱、一

般参加の方々による多種多様な発表が繰り広げられ、大
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変に盛り上りました。通常開催が二年目に入つた喜ぴを感じさせる、子

どもから大人まで幅広い世代の方々の情熱的な発表に、会場に笑顔と拍手が

溢れていました。
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出演者

舞踊一般r(千雅会)

熊木 智子 様

木村 久子 様

高,睾 に子 様
舞踊一般●

高山ふさ代 様

高:喬ふみ子 様

出演者

挙由演奏

わりづめ会

小池のぶ枝様

田村 .1党子様

阿部 和恵 様

出演者

歌謡一般

早野帆乃花様
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令和 7年 3月 31日 太井公民館だより 第91オ (4)

一――ギ  花百「ち面 顧百
~~~〒
―一―

^漏

:瘍
輌

'=='両・
●F●輛 籠
=欄
】踊 扁 i・

・
壼顧
・
顧 雨 F扁扁

言

=:

ヽ備昌曽題●菫尭威

今
年
度

を
振
り
返
ぅ

て

事
業
推
進
部
長

松

友

敏

朗

昨
今

の
異
常
気
象

の

中
、
毎
年
ク
ラ
ブ
員
の
皆

様
に
お
願
い
し
て
い
ま
す

花
壇
の
草
取
り
の
作
業
量

を
軽
減
す
る
た
め
、
防
草

シ
ー
ト
を
設
置
し
草
取
り

面
織
を
減
ら
す
対
策
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
過
去

最
高
の
暑
さ
の
年
に
も
か

か
わ
ら
ず
花
壇
の
定
植
が

出
来
た
事
を
大
変
う
れ
し

く
思
い
、
皆
様
に
感
謝
い

た
し
ま
す

公
民
館
２
階
の
屋
外
バ
ル
コ
ニ
ー
に
、
事
業
部
員
を

中
心
に
設
立
作
業
を
進
め
て
い
ま
し
た

″備
品
管
理
倉

庫
´
が
完
成
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
貴
重
な
備
品
管
理

に
役
立
た
せ
て
い
く
予
定
で
す
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楽らく長生き講座

軽スポーツ「ばつちゃ」

キッズダンス

家庭教育学級(泉小)

諸事情により、令和6年度は、

開催できませんでした。来年

は、開催予定です。

はにわづくり教室親子そば打ち教室陶芸教室

ヽ

運動を楽しもう

サンタと遊ぼう

小学生お習字数室   読書感想文の書き方教室  I紙粘土干支人形づくり



(5)第 91号 太井公民館だ よ り 令和 7年 3月 31日

令和 6年度 学級・講座等の事業
さわやか学級

健康マージャン

チェアエクササイズ

デコクレイクラフト

ガーデニング

初心者向け「資産形成」

豆腐つくり

文字講座 (漢時)

八ワイアンキルト

ちぎり給

文学講座 (万葉集)

初めてのアルトリコーダー

つまみ細エ

シニアメイク

行日市の自然と歴史

和菓子

そば打ち

紙粘土干支人形づくりA

紙粘士千支人形づくりC

骨盤エクササイズ

みそつくり●

みそづくり0
ノルディックウォーキング

文化講洟会

6ノ 18-  ]2回  幼児学級 少年少女教室      7.F'.=
クリスマスケーキづくり I'_11
フラワーアレンジメント |.17.■ ,
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]ID/29
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11,20～
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3/4～

]2/6

11/2フ

2/2フ
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1回

]回

4回

1国

]回

3回

1回

1ロ

1ロ

初めて参加される方も継続して参加されている方も、教え合い助け合いなが
ら、それぞれが楽しむ様子が多々見られました。
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L
0 今年度は、人権教育・文化的、防災的な内容の講演会・研修会になるよう努めた一年で

した。今まで以上に多くの方にこ参加いただき、成功雲に終了することができました。

ス

菫

‘

演題
「人権と家族」

講師 :吉野滋 先生

演題

「災害に強tう

安全なまちづくり」

講師 :行日市危機管理課

演題

「忍落の神童

小山健三と古市直之進」
～二人の歩んだ異なる道～

講師 :若松良―先生

第¶匝ソこ教謡議会《16。 0。 31》 第2回頌屁濃E預合頓〕ス 2。 ①

太鋼 区難 譲 瓢 m2。 ①

令
「
６
年
度
大
丼
‘

●
競
延
常
委
」員
会
給
会

に
お
ヽ
十
、総
務
部
長
１１

〓
命
さ
れ
．
総
公
終
了

後
の
■
一，
会
で
司
会
を

す
る
こ
と
が
，
Ｉ
事

に

な
り
ま
し
た
．
素
案
は

前
■
者
が
■
成
し
て
―

た
だ

い
た
の
で
、
次
第
に
沿

っ
て
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
後
も
、
十
化^
祭
ｍ
一

説
会
、
新
年
会
と
司
会
を
無
事
務
め

て
ほ

っ

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
．

令
前
７
年
度
給
会
と
懇
親
会

（５
月
）
が
上

手
く
進
行
で
き
る
か
心
配
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
．

公
民
館
活
動
も
、

ヨ
ロ
ナ
禍
を
脱
却
し
．

太
■
地
区
の
文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
役

割
を
果
た
せ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
ｔ
り
ま
す
。

太丼地区の購災 (令奉回6年度)
¨
年
を
振
り
返

っ
て

総
務
部
長
　
木

暮
　
　
要

利
用
し
や
す
い
図
書
室
を
目
指
し
て

図
書
部
長
　
長

島

善

江

公
民
館
入
口
に
．
贈
入
し
て
欲
し
い
本

の

希
望
箱
を
設
置
し
て
早
く
も
１０
余
年
が
経
ち

ま
し
た
．
本

の
希
望
数
が
年

々
増
え
、
な
か

な
か
ご
要
望

に
応
え
な

い
と
こ
ろ
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
今
年
度
も
話
題
の
新
刊
本
、

絵
本

・
児
童
書
、
実
用
木
等
を
蔵
書
致
し
ま

し
た
．
皆
様
．
ぜ

ひ
．
図
書
室
に
足
を
迎
ん

で
下
さ
い
．

体
験
型
防
災
講
習
会
を
終
え
て

大
丼
地
区
「
治
会
連
合
会
会
長
　
段

下

茂

樹

〓
様

の
自
治
会
や
職
場
で
も
防
災
訓
練
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
白
治
連
で
も

昨
年
度
に
続
き
．
１２
月
２１
日

（■
）
に
実
施
し
ま
し
た
．

今
年
度
は

、
■
田
市
役
所
危
機
管
理
課
、
行
田
市

消
防
署
西
分
署
．
西
部
消
防
第
二
分
団
．
人
丼
公
民
館
．

交
通
安
全
協
会
太
■
■
部
．
西
中
学
根
生
従
さ
ん
０

ご
院
力
を
得

て
．
開
催
し
ま
し
た
．
火
災
時

の
煙
体

験
と
消
火
訓
練
、
消
防
三
と
消
防
服
“
駁
．
■
急
指

導
体
験

（Ａ
Ｅ
Ｄ
取
り
扱
い
．
心
肺
点
生
■
）、
炊
き

出
し
訓
練
が
実
施
さ
れ
．
充
実
し
た
訓
燎
に
な
り
ま

し
た
。
当
日
は
行
田
市
長
も
来
場
．
減
市
の
言
栞
を

ｔ
た
だ
き
ま
し
た
．

災
害
は
、
―
つ
■
＋
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
今

日
の
“
験
を
通
じ
て
．
夫
丼
地
区
の
防
災
力
を
強
化

す
る
こ
と
の

一
■
を
担
え
れ
ば
と
い
う
白
怜
道

の
口

い
で
す
．

」口ヽ
☆t,´ ,,1.`

:い
°

.

衣
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黎
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編

集
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簿

今
年
度
は
、
夏
は
猛
暑
が
　
狸

続
き
秋
が
無
く
、
冬
は
寒
く

『螢

北
で
は
大
雪
、
も
う
こ
れ
は
　
蜀

異
常
気
象
な
の
か
、
よ
く
分
　
響

か
ら
な
い
様
な

一
年
で
し
た
。
　
韓

そ
の
よ
う
な
中
で
、
公
民
　
幣

館
の
事
業
は
．
文
化
祭
．
学
　
輌

級

・
講
座
が
．
通
常
通
り
に
　
ご

行
わ
れ
ま
し
た
。
来
年
度
も
、　
Ｖ

こ
の
通
常
が
続
き
楽
し
い
紙
　
輌

面
を
お
届
け
で
き
る
様
、願
っ　
評

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
猛̈

広
報
部
長
　
山
田
　
　
賢
　
螂

鬱
驚

『̈
燻
磯
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